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総
務
文
教
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

　令和4年12月市議会定例会は12月2日から12月19日まで（会期18日間）開かれました。
　今回は、7人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
12月定例会では、市長から提出されました議案25件（条例13件、予算12件）の議案につい
て審査し、いずれも原案どおり可決したほか、意見書１件を可決しました。　

　令和４年 12月定例会

　

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る「
公
共
施
設
の
維
持
管
理
対

策
」に
つ
い
て
、担
当
課
よ
り「
多
久
市
公

共
施
設
個
別
施
設
計
画（
案
）」の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
施
設
は
、床
面
積
２
０
０

㎡
以
上
の
39
施
設
と
な
っ
て
お
り
、総
量

の
縮
減
及
び
規
模
の
適
正
化
を
目
的
と

し
た
施
設
の
再
配
置
を
実
施
し
つ
つ
、将

来
に
わ
た
っ
て
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い

く
施
設
に
つ
い
て
は
施
設
の
長
寿
命
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
施
設
計
画
に
は
、行
政
系
施
設

や
学
校
教
育
系
施
設
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
施
設
な
ど
と
い
っ
た
施

設
類
型
ご
と
に
取
り
組
み
方
針
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、建
替
え
場
所
の
選
定
や

建
替
え
場
所
周
辺
の
土
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
土
地
の
確
保
を
含
め
て
時
間
が

か
か
る
の
で
、早
い
段
階
か
ら
手
を
付
け

て
い
く
べ
き
で
な
い
か
、ま
た
、施
設
の
集

約
化
に
つ
い
て
は
よ
く
考
え
て
行
う
べ
き

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。他
に
も
、民

間
事
業
者
の
アイ
デ
ア
を
募
集
し
て
は
ど

う
か
、ま
た
市
民
の
合
意
を
取
り
付
け
な

が
ら
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
中
審
査
事
件
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る「
持
続
可
能
な
営
農
へ
の
取
り
組

み
」に
つ
い
て
、担
当
課
で
は
、肥
料
価
格

や
飼
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、農
業
者
の
経
営
意
欲
が
減
退
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
支
援
を
行
い
、生
産
意
欲

の
向
上
と
、経
営
の
継
続
及
び
安
定
を
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
経
営
収
入
保
険
へ
の
加
入

を
促
進
し
、保
険
料
の
一
部
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
経
営
の
安
定
と
継
続
を
図

る
な
ど
、営
農
が
持
続
で
き
る
た
め
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、市
内
５
土
地
改
良

区
及
び
、酪
農
家
や
花
な
ど
を
栽
培
さ
れ

て
い
る
花
卉
農
家
等
へ
の
電
気
料
金
高

騰
に
対
す
る
一
部
支
援
も
計
画
さ
れ
て

い
る
な
ど
、本
委
員
会
の
目
指
し
て
い
る

営
農
の
持
続
を
可
能
と
す
る
方
向
性
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、継
続
審
査
を
終
了
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

閉 会 中 審 査 報 告

東庁舎周辺
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令
和
４
年
10
月
19
日
、20
日
の
２
日
間
、神
奈

川
県
小
田
原
市
、松
田
町
に
総
務
文
教
委
員
７
名

と
行
政
職
員
１
名
、議
会
事
務
局
職
員
１
名
の
９

名
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、小
田
原
市
の
公
共
施

設
の
維
持
管
理
対
策
と
松
田
町
の
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
の
、取
り
組
み
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　
小
田
原
市
で
は
、今
後
の
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、

市
の
財
源
不
足
が
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た

め
、公
共
施
設
再
編
基
本
計
画
を
策
定
し
、施
設

機
能
・
配
置
の
適
正
化
、施
設
総
量
の
縮
減
に
努

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、事
業
の
再

構
築
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、対
象
と
な

る
施
設
や
業
務
、契

約
期
間
な
ど
に
つ
い

て
、広
く
民
間
事
業

者
か
ら
意
見
を
聴

く
た
め
に
サ
ウ
ン
デ

イ
ン
グ
型
市
場
調
査

を
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。サ
ウ
ン
デイ
ン

グ
型
市
場
調
査
に
つ

い
て
は
、自
治
体
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想

段
階
で
、市
民
や
民

間
企
業
か
ら
市
情

勢
の
有
無
や
ア
イ
ディ
ア
を
求
め
事
業
者
が
よ
り

参
加
し
や
す
い
公
募
条
件
の
設
定
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
で
あ
り
、調
査
を
行
う
自
治
体
も
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
有
用
な
調
査
手
法
で
あ

り
、併
せ
て
、地
域
の
方
々
の
意
見
を
広
く
聞
く
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
松
田
町
で
は
、空
き
家
予
防
と
空
き
室
対
策
を

一
体
的
に
実
施
し
、人
口
減
少
対
策
を
行
う
と
と

も
に
将
来
的
な
空
き
家
対
策
に
関
す
る
経
費
の
抑

制
、景
観
保
持
、定
住
人
口
の
増
加
、流
通
促
進
を

目
的
と
し
て
先
駆
的
空
き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
に
よ
る
空
き
家
発
生
の
予
防
に
つ
い
て

は
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
終
活
講
演
会
の
開

催
、ま
た
、個
別
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
空

き
家
予
防
意
識
づ
け
を
図
ら
れ
て
お
り
、自
身
が

所
有
す
る
不
動
産
を
家
族
と
相
談
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
、管
理
不
全
の
空
き
家
発
生
の
抑
制
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、多
久
市
で
も
空
き
家
発
生

の
予
防
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
終
活
講
演
会
等
を
継
続
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
空
き
家
対
策
事
業
に
対
し
て
民
間
と
の
連
携
な

ど
に
積
極
的
で
あ
り
、役
場
全
体
で
の
問
題
意
識

や
住
民
の
関
心
な
ど
も
高
く
、多
久
市
も
取
り
組

む
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

松田町視察風景

松田町視察風景

小田原市視察風景

総 務 文 教 委 員 会 視 察 報 告令 和
４年度
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

古賀 公彦
■池田学動物画51作品
の購入
Q 絵画の保管場所は庁舎
内の情報課サーバー室とい
うことだが、温度管理等は大丈夫か
A 24時間換気されており、一定の温度と
湿度が保たれています。
Q アートのまちとして考えているのであ
れば、将来的に展示館建設も考えている
のか
A 公共施設の在り方を考える中で、庁舎
の複合的な建設を検討する際に、展示を
行うような施設も計画の一つとして考え
ていきたいと
思います。

鷲﨑 義彦
■定住促進条例の一部を改正する条例について
Q どのような理由からの改正か
A 令和５年度以降も継続して多久市定住促進条例の期限を

２年間延長するものです。
Q 変更、廃止、新設される項目と理由は
A 変更したのは、子育て・若者定住奨励金で住宅取得での基本額を１０万円
増額し、補助上限額を撤廃するものと、空き家バンク利活用補助金では、市内
外の業者によるリフォームも対象とし、市内業者でのリフォームには別途加算
額を設けるものです。新婚世帯増改築等補助金は、他に同様の制度があるた
め廃止します。新設は、民間事業者の知恵と資本により、低廉な宅地を確保し
て頂くことを目的とした宅地造成支援補助制度です。

國信 好永
■池田学動物画シリー
ズ51作品の購入
Q 池田学氏の動物画を購
入することに、本当に効果
が有るのか
A 住民の福祉向上に向けて、最少経費で
最大の効果を常に念頭に置いて予算編成
を行っており、効果については、庁内でも
協議を重ね、是非、買うほうが良いだろう
ということで提案をしています。

中島 慶子
■多久市資金の積立てに関する基金条例の一部を改正
する条例
Q 企業版ふるさと納税について制度の概要や寄附の現状は
A 寄付額の６割を同法人の法人関係税から控除されます。ま
た、損金算入による通常の寄附の軽減効果として、寄附額の約３割を含めると
いうことで、最大９割の軽減効果があります。
また寄附の状況は２件の総額110万円の寄附を受領しています。
Q 企業版ふるさと納税の広報は
A ＰＲにつきましてはパンフレット等により行っております。
また広報につきましては、広く
周知を行うために、市のホー
ムページをはじめ、市内の誘
致企業、または本市にゆかり
のある企業の方々へ職員が
出向いてＰＲをしているところ
であります。

飯守 康洋
■池田学動物画５１作品
の購入
Q 池田学氏の動物画シ
リーズの作品51点購入の
目的と費用の内訳は
A 文化、芸術の推進を図り、新たな視点
で多久市の再発信に取り組み、池田学氏
の絵画を通し、関係人口の増加、アートを
資源とした活性化を目的としています。
費用の内訳は、絵画購入費5,100万円、
ケース購入費200万円、運搬費300万円、
イベント企画運営委託料498万円、その
他54万円の計6,152万円となります。
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

樺島 永二郎
■池田学動物画51作品の購入
Q 51点以外にも動物画シリーズは10点ほ
ど所有されており、今後も制作される動物画
も出てくると思いますが、それを今後購入す
るのか。
今後、多久市に関わりがある著名な芸術家等が現れた合
は、同じように購入されるのか
A 売却する意向が示された場合には、当然検討していかな
くてはならないと考えています。
本市にゆかりある著名なアーティストの作品が出てきた時
には、今回の趣旨同様、アートのまちづくり、交流人口、観光
人口、心の豊かさの向上など、市、または市民の皆様にとっ
て効果的であるかを十分検討していきます。

■マイナンバーカードを活用した医療扶助通信接続設
定委託
Q 被保護者が今まで行っていた行動や流れが、今後変わ
るのか
A 被保護者が医療機関を受診する場合、事前に福祉事務
所の担当ケースワーカーへ受診する旨を申し出ていただく
ことに関しては今後も変わりませんが、福祉事務所として
は、医療券の発行事務、郵送事務などの事務負担が軽減し
ます。

田渕 厚
■マイナンバーカードを活用した医療扶
助通信接続設定委託
Q 生活保護オンライン資格確認導入事業
の目的は
A 被保護者の医療費は原則全額公費負担で、発行する紙
の医療券をマイナンバーカードに切り換えることで登録情報
をオンライン照会し迅速に診療が始められます。
Q 市内医療機関等のオンライン資格確認状況は
A 療養担当規則の改正で、令和５年４月からオンラインに
よる資格確認の導入が義務づけられ、多久市内では、現在、
薬局を含む病院等全27施設のうち９施設がオンライン運
用されています。

■通学対策に要する備品購入（スクールバス事務所）
Q 備品購入費として165万円が計上されているが、その内
容は
A スクールバス事務所の半分がリース物件で、今回、リース
元から年度内リース終了及び回収との提示があったため、
現状物件の払下げ購入費用として計上しています。
Q スクールバス運営会社のプレハブ事務所の半分がなぜ
リース物件だったのか
A 平成25年2月末に8坪の事務所として設置完了しました
が、運行開始準備を進める中で事業所スペースが不足する
ことが確認されたことから、同規模物件を繋げて使用してい
ます。

■(仮称）多久市グリーンパーク
Q 経費380万円の内訳は
A 管理運営に必要な備品購入費365万円と需用費消耗品
費15万円となっており、主な備品は、パークゴルフやグラウ
ンドゴルフの競技用道具、道具を収納する倉庫棚、建物のエ
ントランス用品、刈り払い機、事務用品を予定しています。
Q その他の財源とあるが、その内容は
A 広域クリーンセンター建設に伴い、多久市、小城市で負
担している地域振興対策事業負担金になります。

多久市グリーンパーク完成予想図
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農
業
の
生
産
現
場
で
は
、農

業
や
農
村
を
維
持
、発
展
さ
せ

る
上
で
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。こ
う
し
た
中
、食
料
や

資
源
の
多
く
を
依
存
す
る
我

が
国
は
、諸
外
国
の
輸
出
規
制

や
緊
迫
化
す
る
世
界
情
勢
の

あ
お
り
を
受
け
、農
畜
産
物
の

生
産
に
必
要
な
燃
油
・
肥
料
・

飼
料
価
格
の
ほ
か
、被
覆
資
材

な
ど
の
生
産
資
材
、施
設
ハ
ウ

ス
や
共
同
利
用
施
設
の
建
設

費
が
高
騰
し
、本
市
の
農
業
振

興
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。ま
た
、本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
が
衰
退
す
れ
ば
、

他
産
業
へ
の
影
響
も
甚
大
で
あ

り
、市
全
体
の
経
済
の
疲
弊
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
加
わ
り
、農
生
産
物
を
安
定

し
て
生
産
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
、将
来
を
見
据
え
た
食
料
安

全
保
障
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、農
業
生

産
基
盤
の
維
持
強
化
や
食
料

安
全
保
障
を
強
化
し
て
い
く
た

め
に
も
、次
の
事
項
実
現
を
強

く
求
め
る
。

❶ 

燃
油
価
格
高
騰
対
策

❷ 

肥
料
価
格
高
騰
対
策

❸ 

飼
料
価
格
高
騰
対
策

❹ 

持
続
可
能
な
農
業
の
確
立　

 

に
向
け
た
取
り
組
み
へ

　

将
来
に
わ
た
り
農
業
生
産

が
持
続
で
き
る
よ
う
、農
業
者

手
厚
い
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、持
続
可
能
な
農
業
の
確
立

に
向
け
、農
畜
産
物
の
魅
力
の

発
信
、ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
取

り
組
む
こ
と
。

　
議
会
や
議
員
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、議
員
が
先
生
と
な
っ

て
議
会
の
仕
組
み
や
役
割
を
教
え
る

「
出
前
授
業
」を
１１
月
１４
日
に
東
部

校
の
６
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、興
味
や
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、ク
イ
ズ
形

式
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
に
答

え
る
形
で
授
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

農
業
に
係
る
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
価
格
高
騰
へ
の

対
応
を
求
め
る
意
見
書（
要
約
）

　

審
査
の
過
程
で
、多
久
市
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
条
例
で
は
、、市
が
直
接
施
設
運

営
を
し
て
い
る
間
に
、運
営
の
在
り
方
に

つ
い
て
十
分
に
精
査
し
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
ま
た
多
久
市
定
住
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
で
は
、定
住
奨
励
金

制
度
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
転
入
促
進

及
び
転
出
防
止
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
お
り
、更
な
る
定
住
促
進
に
向
け
て

努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

 

総
務
費 

　

審
査
の
過
程
で
、「
池
田
学
動
物
画

購
入
」に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
禍
に
あ
り
経
済
状
況
が
厳
し
い

中
、市
民
の
た
め
に
予
算
を
活
用
す
べ

き
で
、池
田
学
動
物
画
購
入
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
認
め
ら
れ
な
い
、　
展
示
施

設
や
保
管
施
設
の
環
境
整
備
や
長
期
的

な
活
用
計
画
が
見
え
な
い
中
で
の
購
入

は
、世
界
的
に
著
名
な
作
者
に
失
礼
で

は
な
い
の
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委 員 会 審 査 報 告
総
務
文
教
委
員
会

審

査

報

告

予
算
特
別
委
員
会

審

査

報

告

可 決 さ れ た 意 見 書（ 要 約 ）

〜
政
治
に
関
心
を
も
っ
て
〜

議
員
が
先
生
！

出
前
授
業
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議 

案 

番 

号 

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
議 

决 

結 

果

飯
守　
康
洋

田
渕　
　
厚

香
月　
正
則

樺
島
永
二
郎

國
信　
好
永

山
本　
茂
雄

田
中　
英
行

中
島　
國
孝

平
間　
智
治

中
島　
慶
子

小
川　
三
郎

古
賀　
公
彦

鷲
﨑　
義
彦

野
北　
　
悟

議
案
乙
第
48
号

令 和 ４年 度 多 久 市 一 般 会
計 補 正 予 算（ 第８号 ）に 対
する修 正 案

○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ー ● ● ● 修正案
否　決

令 和 ４年 度 多 久 市 一 般 会
計 補 正 予 算（ 第８号 ） ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 原　案

可　決
○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

賛　　否　　表

※議案等について、賛成、反対の双方
あった場合のみ、掲載しています。

　

今
回
提
案
す
る
修
正
案
は
、

総
務
費
、池
田
学
動
物
画
利
活

用
に
要
す
る
経
費
６
，１
５
２
万

円
の
全
額
を
削
除
し
、歳
入
歳
出

か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
６
，１
５
２
万

円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額
を

１
５
１
億
４
，５
４
６
万
円
か
ら

１
５
０
億
８
，３
９
３
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

提
案
理
由
と
し
て
、著
名
な
方

の
芸
術
作
品
を
購
入
す
る
明
確

な
基
準
が
無
い
中
で
の
購
入
は
、

多
久
で
今
後
、他
に
著
名
な
芸
術

家
等
が
現
れ
た
時
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

　

池
田
学
氏
の
作
品
が
本
当

に
必
要
だ
と
感
じ
た
の
な
ら
、

２
０
１
７
年
１
月
か
ら
、佐
賀
県
で

「
池
田
学
展
―
凝
縮
の
宇
宙
―
」

が
お
こ
な
わ
れ
た
５
年
前
の
時

や
、佐
賀
県
が
当
時
の
新
作「
誕

生
」と
い
う
縦
３ｍ
×
横
４ｍ
作
品

を
１
億
３
千
２
百
万
円
で
購
入
を

さ
れ
た
時
に
購
入
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、池
田
学
展
を
毎
年
で
な

い
が
、多
久
市
の
催
事
に
合
わ
せ

て
開
催
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
ら

れ
る
よ
う
だ
が
、展
示
内
容
に
大

き
な
変
化
が
な
い
展
示
会
に
２

回
・
３
回
と
多
く
の
人
に
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
の
か
。

　

そ
れ
と
、現
在
、池
田
学
氏
は

今
回
１
作
品
百
万
円
で
購
入
す

る
計
画
の
動
物
画
作
品
を
複
数

所
有
さ
れ
て
お
り
、こ
の
作
品
は

「
公
益
財
団
法
人
東
京
動
物
園

協
会
」の
刊
行
紙「
ど
う
ぶ
つ
と
動

物
園
」の
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
た
作
品
で
今
後
増
え
て
い
く

可
能
性
が
あ
り
、説
明
の
中
で
、動

物
画
を
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
全
部
持

つ
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
あ
っ
た

が
、今
後
、購
入
が
必
要
と
な
れ

ば
数
千
万
円
の
費
用
が
必
要
と

な
る
。

　
そ
れ
よ
り
も
、池
田
学
氏
の
代

表
的
作
品
を
数
点
購
入
し
て
、新

公
立
病
院
や
今
後
で
き
る
で
あ
ろ

う
新
庁
舎
、市
の
代
表
的
な
施
設

で
展
示
す
る
方
が
、施
設
を
訪
れ

る
人
が
誰
で
も
鑑
賞
で
き
、多
久

か
ら
も
世
界
的
に
活
躍
す
る
人

物
が
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、今
回
提
案

さ
れ
た
池
田
学
動
物
画
の
購
入

は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
修
正

案
を
提
案
し
ま
す
。

多久市一般会計補正予算（第８号）に対する修正案

修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

田　
渕　
厚

　

多
久
市
で
生
ま
れ
、ア
メ
リ
カ
で
制
作
活

動
を
さ
れ
て
い
る
池
田
学
氏
の
絵
画
を
本
市

が
持
つ
こ
と
は
、見
て
い
た
だ
い
た
方
の
高

揚
感
、交
流
人
口
の
増
、ア
ー
ト
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
、実
物
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
る

教
育
な
ど
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

動
物
画
シ
リ
ー
ズ
は
、幼
少
期
に
多
久
市

の
裏
山
や
小
川
で
遊
ん
だ
経
験
が
多
く
生

か
さ
れ
た
絵
画
で
あ
り
、新
た
な
視
点
で
多

久
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
も
の
で
す
。財

源
に
つ
い
て
は
、ふ
る
さ
と
振
興
基
金
と
し
、

寄
附
者
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
す
。

　

活
用
に
つ
い
て
は
、池
田
学
氏
の
絵
画
を

通
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

所
有
す
る
お
互
い
の
芸
術
の
貸
し
借
り
や
多

久
市
の
関
係
す
る
ア
ー
ティ
ス
ト
と
企
画
展

及
び
市
内
公
共
施
設
に
お
い
て
期
間
限
定
で

数
点
を
常
設
展
示
す
る
計
画
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
て
多
久
市

の
情
報
発
信
に
つ
な
が
り
、新
た
な
施
策
転

換
を
図
る
上
で
十
分
な
効
果
が
見
込
ま
れ

る
と
考
え
、予
算
の
修
正
に
反
対
し
ま
す
。

※
他
に
、修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
を
國

信
好
永
議
員
が
、行
な
い
ま
し
た
。
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 一般質問

樺
島
永
二
郎

樺
島
　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
時
に
は
、

弓
道
競
技
・ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

会
場
に
、仮
設
の
設
備
等
は
準
備
さ
れ
る

の
か
。

答
弁
　

弓
道
で
は
、近
的
・
遠
的
共
に
観
客

席
を
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
も
多
久

高
校
グ
ラ
ン
ド
に
観
客
席
を
設
置
し
、両

競
技
共
に
テ
ン
ト
を
多
数
配
置
す
る
予
定

で
す
。

樺
島
　

大
会
で
は
非
常
に
多
く
の
ボ
ラ
ン

ティ
ア
S
T
A
F
F
が
必
要
で
、そ
の
為
に

は
市
民
の
盛
り
上
が
り
が
大
事
だ
と
思
う

が
そ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　

大
会
の
認
知
度
の
向
上
、機
運
醸

成
を
図
る
た
め
に
、各
種
広
報
や
啓
発
物

の
配
布
、ま
た
、イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
、国

ス
ポ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

樺
島
　

現
在
ま
で
の
利
用
状
況
と
、当
初

予
測
し
て
い
た
数
の
違
い
は
あ
る
か
、ま

た
交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
の

か
。答

弁
　

利
用
者
数
の
年
間
見
込
み
に
つ
い

て
は
、年
間
約
6
，0
0
0
人
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、11
月
ま
で
の
利
用
実
績

1
万
2
，6
0
0
人
と
、既
に
約
2
倍
の
利

用
が
あ
り
、年
間
1
万
9
，0
0
0
人
を
予

想
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
も
、佐
賀
県

高
校
総
体
、九
州
高
等
学
校
弓
道
新
人
選

手
権
、佐
賀
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、九
州
各

県
対
抗
弓
道
大
会
等
、大
規
模
大
会
も
開

催
さ
れ
、今
年
度
全
体
で
約
20
の
大
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

使
用
料
収
入
に
つ
い
て
も
、当
初
見
込

み
が
年
間
10
万
円
に
対
し
、11
月
末
で
約

37
万
円
、年
間
で
は
55
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、利
用
者
数
、使
用
料
収
入
と
も
に
見

込
み
を
大
き
く
上
回
る
状
況
で
す
。

　

市
外
、県
外
か
ら
多
く
の
選
手
・
役
員
・

応
援
の
方
が
多
久
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、交
流
人
口
の
増
加
や
、一
定
の
経
済
効

果
を
、非
常
に
実
感
を
し
て
い
ま
す
。

S
A
G
A
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会

多
久
市
緑
が
丘
弓
道
場

　12月定例会では、７名の議員が一般質問を行いまし
た。その主なものを要約して掲載しています。
　なお、未掲載の質問などは定例会のインターネット動
画配信でもご覧いただけますので、多久市議会のホーム
ページにアクセスしてください。

市
政
を
問
う
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一般質問

田
中
　

多
久
市
の
今
ま
で
の
取
り
組
み

は
。答

弁 

取
り
組
み
は
、社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
、市
内
義
務

教
育
学
校
へ
の
訪
問
、社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
広
報
活
動
、保
護
司
会
多
久
支
部

へ
の
補
助
金
支
出
、佐
賀
県
更
生
保
護
協

会
及
び
佐
賀
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
へ
の
負
担
金

支
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

田
中
　

今
後
の
課
題
は
。

答
弁 

今
後
は
よ
り
一
層
、佐
賀
県
を
は

じ
め
、保
護
観
察
所
や
保
護
司
会
な
ど
の

関
係
機
関
及
び
民
間
協
力
者
と
の
連
携
、

ま
た
情
報
共
有
や
啓
発
活
動
を
密
に
し
当

事
者
が
相
談
や
要
望
を
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

田
中
　

犯
罪
被
害
者
の
方
へ
の
支
援
は
。

答
弁 

犯
罪
被
害
者
の
相
談
窓
口
を
防

災
安
全
課
に
設
置
し
相
談
体
制
を
取
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、庁
内
の
関
係
各
課
と
連
携

を
し
、犯
罪
被
害
者
が
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
円
滑
に
営
め
る
よ
う
住
居
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
希
望
さ
れ
る
情
報
提
供
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

田
中
　

福
祉
事
業
所
の
農
業
従
事
者
の
実

態
は
。

答
弁 

事
業
者
は
４
事
業
者
あ
り
農
業
に

携
わ
る
従
事
者
数
は
１
事
業
者
当
た
り
で

10
人
か
ら
20
人
ほ
ど
の
方
が
作
業
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

田
中
　

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
し
て
い

く
の
か
。

答
弁 

農
福
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

障
害
者
の
方
々
の
就
労
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
場
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、担
い

手
不
足
や
高
齢
化
が
進
む
農
業
分
野
に
お

い
て
、新
た
な
働
き
手
の
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、佐
城
地
区
推

進
協
議
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

田
中
英
行

再
犯
防
止
推
進
計
画
に
つ
い
て

農
福
連
携
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

鷲
﨑
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
法
定
化
し
地

域
計
画
を
策
定
す
る
狙
い
は
。

答
弁 

高
齢
化
の
進
行
で
小
規
模
な
水
田

農
家
の
方
な
ど
が
離
農
さ
れ
、耕
作
さ
れ

な
く
な
る
農
地
を
、農
業
を
担
う
者
に
集

積
・
集
約
を
行
い
、地
域
農
業
を
守
る
の
が

狙
い
で
す
。

鷲
﨑
　

見
込
ま
れ
る
効
果
は
。

答
弁 

農
地
の
集
積
・
集
約
や
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
み
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

遊
休
農
地
の
拡
大
防
止
と
農
地
利
用
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
農
業
の

維
持
、発
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

鷲
﨑
　

地
域
計
画
策
定
の
手
順
は
。

答
弁 
ま
ず
、農
業
委
員
会
が
将
来
１０
年

後
の
農
地
の
受
け
手
が
誰
に
な
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
農
地
の
集
約
状
況
を
示
し

た
素
案
で
あ
る
目
標
地
図
を
作
成
し
、そ

れ
を
基
に
地
域
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え

た
上
で
、担
い
手
の
集
積
・
集
約
化
に
関
す

る
事
項
な
ど
を
、地
域
の
担
い
手
で
あ
る

認
定
農
業
者
や
新
規
認
定
農
業
者
な
ど

を
中
心
と
し
た
関
係
者
に
よ
る
協
議
を
行

い
、令
和
６
年
度
末
ま
で
に
、地
域
計
画
を

策
定
、公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鷲
﨑
　

地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
に
周

知
広
報
等
も
必
要
と
思
う
が
。

答
弁 

関
係
機
関
等
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、生
産
組
合
長
会
な
ど
の
農
業
団
体
等

の
会
議
の
折
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

鷲
﨑
義
彦

農
業
に
係
る
地
域
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
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 一般質問

平
間
　

中
央
公
園
と
西
渓
公
園
の「
も
み

じ
」、「
桜
」の
植
木
の
植
え
替
え
の
判
断
基

準
と
、そ
の
植
え
替
え
本
数
と
費
用
は
。

答
弁 

指
定
管
理
者
と
市
が
現
地
を
確
認

し
な
が
ら
、植
え
替
え
の
判
断
を
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
撤
去
数
は
、中
央
公
園

11
本
、西
渓
公
園
11
本
撤
去
を
し
て
、21
本

ず
つ
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、中
央
公
園
が
52
万
８
千
円
、

西
渓
公
園
は
62
万
７
千
円
で
、合
計

１
１
５
万
５
千
円
で
す
。

平
間
　

交
付
金
の
概
要
は
。

答
弁 

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

は
、具
体
的
に
は
伴
走
型
相
談
支
援
と
し

て
、妊
娠
届
出
の
と
き
か
ら
全
て
の
妊
婦
、

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
相
談
に

応
じ
、必
要
な
と
き
は
関
係
機
関
と
情
報

共
有
し
な
が
ら
、必
要
な
支
援
等
へ
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
経
済
的
支
援
と
し
て
、妊
娠
、出
産

を
行
う
皆
さ
ん
に
対
し
て
、出
産
育
児
用

品
の
購
入
費
助
成
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

妊
娠
期
に
５
万
円
、出
産
後
に
５
万
円

の
合
計
10
万
円
を
交
付
い
た
し
ま
す
。（
交

付
要
件
と
し
て
、必
ず
面
談
が
必
要
で
す
）

平
間
智
治

公
園
樹
木
の
維
持
管
理

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

田
渕
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
で
、多
久
市
内

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤
務
し

て
い
る
専
門
職
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、ひ
き
こ
も

り
や
意
欲
低
下
が
増
え
、病
院
に
行
く
の

が
困
難
な
高
齢
者
の
増
加
で
、ふ
れ
あ
い

バ
ス
や
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進

に
努
め
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
繋
ぐ
の
が
大
切

と
あ
る
が
具
体
的
に
は
ど
う
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
弁
　

高
齢
者
は
徐
々
に
筋
力
が
低
下

し
、行
動
範
囲
が
狭
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
地
域
の
通
い
の
場
を
推
進
し
て

い
ま
す
。病
院
に
行
く
の
が
困
難
な
高
齢

者
は
社
会
的
な
課
題
で
す
。

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
時
刻
表
を
作
る
お
手
伝
い
、令
和

４
年
４
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、有
償
ボ
ラ

ン
ティ
ア
に
よ
る
、「
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事

業
」を
始
め
て
い
ま
す
。

田
渕
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
ど
ん

な
事
業
な
の
か
。

答
弁
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、地
域

の
実
情
に
応
じ
て
高
齢
者
が
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、能
力
に
応
じ
た
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、医
療
、介
護
、介

護
予
防
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、住
ま
い
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
体
制
を
整

備
、充
実
、推
進
す
る
機
関
が
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、保
健
師
、社
会
福
祉
士
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
い
ま
す
。

多
久
市
高
齢
者
福
祉
計
画

田
渕　

厚

西渓公園（寒鶯亭）
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一般質問

中
島
　

コ
ロ
ナ
で
の
自
宅
療
養
者
の
相
談

や
支
援
体
制
は
ど
う
な
っ
て
て
い
る
の
か
。

答
弁 

発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に

電
話
相
談
を
し
て
か
ら
、医
療
機
関
の
指

示
に
従
っ
て
の
受
診
を
お
願
い
し
、か
か
り

つ
け
医
が
い
な
い
場
合
は
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
に
電
話
し
て
、案
内
に
従
っ
て
受
診
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、自
宅
療
養
に
つ
い
て
は
、発
症
日

か
ら
基
本
８
日
目
に
療
養
解
除
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、10
日
間
は
感
染
リ
ス
ク
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、自
主
的
な
感
染
予
防

行
動
の
徹
底
が
必
要
で
す
。　

中
島
　

多
久
は
接
種
率
向
上
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
で
結
果
に
繋
げ
て
い

る
の
か
。

答
弁 

若
い
世
代
の
接
種
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン

タ
ー
で
の
接
種
を
金
曜
日
、土
曜
日
、日
曜

日
や
休
日
を
意
図
的
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、年
末
年
始
の
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
、３
回
目
以
降
の
接
種
を
さ

れ
て
い
な
い
約
６
千
名
の
方
に
接
種
勧
奨

の
個
人
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

中
島
　

コ
ロ
ナ
病
床
の
ベ
ッ
ド
の
数
は
。

答
弁 

入
院
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、市

立
病
院
内
に
最
大
７
床
を
新
型
コ
ロ
ナ
専

用
病
床
と
し
て
確
保
し
て
い
ま
す
。

中
島
慶
子

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
に

つ
い
て

國
信 

最
初
の
発
案
が
昭
和
56
年
の
多
久

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
着
工
時
の

工
事
費
概
算
は
。

答
弁 

当
初
計
画
時
の
金
額
は

99
億
７
千
６
百
万
円
と
い
う
こ
と
で
計
画

を
し
て
い
ま
し
た
。

國
信 

現
在
は
そ
れ
か
ら
増
加
し
て
い
る

か
、減
額
し
て
い
る
か
、そ
し
て
、現
在
の
金

額
は
。

答
弁 

平
成
１０
年
に
第
１
回
目
の
変
更

６
千
９
百
万
円
増
額
を
し
、総
事
業
費

１
０
０
億
４
千
５
百
万
円
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
回
目
の
変
更
の
と
き
も
総
事
業
費

が
変
更
に
な
っ
て
お
り
、１
億
７
千
万
円
増

額
し
、総
事
業
費
１
０
２
億
１
千
５
百
万

円
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
、新
た
な
事
業
を
進
め
る
た
め

の
起
債
事
業
や
交
付
金
事
業
な
ど
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、減
額
で
の
事
業
費
と
な
っ
て

お
り
、４
千
６
百
万
円
の
減
と
な
り
、総
事

業
費
１
０
１
億
６
千
９
百
万
円
な
っ
て
い

ま
す
。

　

第
５
回
目
に
つ
き
ま
し
て
は

６
千
８
百
万
円
の
増
額
を
行
っ
て
お
り
、

総
事
業
費
は
１
０
２
億
３
千
７
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
、平
成
３１
年
に
施
行
地
区
の
縮

小
を
行
い
、１
千
万
円
の
減
額
を
行
い
、最

終
的
な
総
事
業
費
１
０
２
億
２
千
７
百
万

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

國
信 

変
更
の
主
な
も
の
は
。

答
弁 

多
久
駅
を
南
北
で
結
ぶ
自
由
通
路

を
、橋
上
駅
化
に
伴
い
横
断
歩
道
橋
へ
の

整
備
変
更
を
し
た
部
分
が
大
き
な
も
の
に

な
り
ま
す
。

國
信
好
永

多
久
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

コロナワクチン接種センター

区画整理事業
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 まちで
発見！

インターネット動画配信中！

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会 検 索

　前回に続き今回も、明治維新まで続いた後多久家初
代多久邑主「多久安順」について紹介していきます。
　慶長3年8月（1598）、関白豊臣秀吉が病死したことに
より、11月下旬朝鮮在陣の諸将は各々帰船を始め、鍋島
直茂らと共に龍造寺家久も帰国しました。しかし、ほっと
したのも束の間、慶長５年（1600）には、天下分け目の
戦い  ★①関ヶ原の合戦  が勃発！

　関ヶ原の戦いでは、主家に
従い西軍に属し出陣したが
西軍は破れ、主家は人を使わ
し家康に謝罪し赦

ゆる

された。慶
長13年、幕府が駿河城を築く
折、主家は家久を監督として
当たらせました。
　同年、佐賀藩を治めた鍋島
家に対して龍造寺姓を遠慮
し、治領の多久を姓として名

多
た

 久
く

 安
やす

 順
とし

（龍造寺家久）
後多久家

初代多久邑主

多久安順の肖像【多久市郷土資料館蔵】▲

慶誾寺多久安順と一族の墓（佐賀市本荘町）▲

関ケ原での陣の配置▲

乗り、家久を「安順」と改め、「多久長門守安順」とし
ました。
　元和元年（1615）、  ★②
大阪夏の陣  に参戦する為
に伊万里津より出航しまし
たが、大阪城はすでに徳川
幕府側の攻撃により落城し
ていました。

　寛永12年（1635）、前佐賀藩主の曾
そう

孫
そん

龍造寺伯
庵が、佐賀藩領は龍造寺氏のものであると主張し、
公儀へ提訴したことに関して参府。安順は龍造寺氏
から鍋島氏への政権移譲の正当性を説き、それを
認めさせ伯庵の訴えを退けました。
　寛永13年、多久邑主を養嗣子の多久茂辰に譲っ
たが、翌年、  ★③島原の乱  が勃発、 ★④鍋島甲斐
守直澄  の後見役として、兵350人を率いて出陣して
います。

　　
　 寛 永 1 8 年

（1641）没する。
79歳、殉死者11
名。慶

けい

誾
ぎん

寺
じ

に葬ら
れました。

〜後 編〜 1566年～1641年

多久の歴史

★② 大阪夏の陣 大坂の陣は、江戸幕府（徳川家康）と
豊臣家との間で行われた合戦。大阪の陣とも表記
する。大坂の役とも呼ばれ、大坂冬の陣（1614）
と、大坂夏の陣（1615）から成る。

★③ 島原の乱 江戸幕府のキリシタン弾圧に対する反
乱。日本の歴史上最大規模の一揆であり、幕末
以前では最後の本格的な内戦である。島原・天
草の乱、島原・天草一揆とも呼ばれる。寛永14年

（1637）勃発、寛永15（1638）終結。
★④ 鍋島甲斐守直澄 （1616～1669）前佐賀藩主・鍋

島勝茂の五男、鍋島宗家の家督相続の候補者に
推されたが、継ぐことはできず、寛永19年（1642
年）、肥前国蓮池藩に5万2000石を与えられ初代
藩主となった。

★① 関ヶ原の合戦 豊臣秀吉の死後に発生した政争に端を
発したもので、徳川家康を総大将とし福島正則・黒田
長政らを中心に構成された東軍と、毛利輝元を総大将
とし宇喜多秀家・石田三成らを中心に結成された反徳
川の西軍の両陣営が、関ヶ原（岐阜県）を主戦場として
行われた野戦。関ヶ原における決戦を中心に日本全国
各地で戦闘が行われた結果、豊臣政権は統一政権の
地位を失い、勝者である徳川家康は強大な権力を手に
入れ、幕藩体制確立への道筋が開かれた。

委
員
長

ー

  

樺
島
永
二
郎

副
委
員
長

ー

  

鷲
﨑　
義
彦

委
員

  

田
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平
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香
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正
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小
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三
郎


